
                                   学校名（福山市立千年中学校） ① 教科等 中学校数学科   ② 学年 第３学年 ③ 単元名 式の計算 ④ 本時の目標 整数についての性質を文字を用いて説明することができる。また，説明に用いた式の変形を振り返り，数についての新たな性質を読み取ることができる。 ⑤ 学習の流れ（20 時間目／全 25時間）  学習活動 指導上の留意事項 評価規準〔観点〕 （評価方法） １ 既習事項の確認をする。 ○ 2n，2n+1，2n+2はどんな数か，また，どんな関係かを確認する。  ２ 本時の問題を把握する。     ○ ２段目の数を予想する。      ３ 本時の課題を確認する。     ４ 課題を解決する。  ①「４の倍数」になる理由を文字を用いて説明する。     ② 式変形した 4(2n+1)が，どんな数であるかを，再度，考える。  ③「間の数の４倍」，「間の奇数の４倍」になることを見付け，理由を文字を用いて説明する。    ５ 本時の学習を振り返る。  

 ・本時の学習で使うため，カードに書いて掲示しておく。       ・他の２数でも考えさせ，自由に考えを出させる。 ・①，②は理由も発言させ，確認させる。 ・本時は，「予想したことが正しいかどうかを確かめる」ことを確認する。      ・文字を用いた説明の必要性を再確認する。 ・４の倍数になることを言うためには，何を示せばよいかを確認し，見通しをもたせる。 ・まず各自で考えさせ，その後，グループで，４の倍数になる理由が明確であるかを確認し合わせる。 ・①では４の倍数の理由を示すために，式変形したが，次は変形した式から，更に言えることを見付けることを確認する。 ・2n，2n+1，2n+2 がどんな数であったかを思い出させ，4(2n+1)について考えさせる。 
 
 
 ・「４の倍数」，「間の奇数の４倍」になる理由の説明に必要なことを確認させる。 

                          ・説明に用いた式の変形を振り返り，数についての新たな性質を読み取ることができる。〔数学的な見方や考え方 〕（行動観察・ノート） 
 

 

 

 

 

 

言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実にににに関関関関するするするする実践事例実践事例実践事例実践事例    

 ○○○○    整数整数整数整数についてについてについてについて，，，，予想予想予想予想したことがしたことがしたことがしたことが正正正正しいことをしいことをしいことをしいことを文字文字文字文字をををを用用用用いていていていて説明説明説明説明するするするすることができることができることができることができる。。。。    ○○○○    説明説明説明説明にににに用用用用いたいたいたいた式式式式のののの変形変形変形変形をををを振振振振りりりり返返返返りりりり，，，，整数整数整数整数についてのについてのについてのについての新新新新たなたなたなたな性質性質性質性質をををを見見見見いだしいだしいだしいだし，，，，説明説明説明説明することができるすることができるすることができるすることができる。。。。 設定した言語活動を通して育てたい力 
    ○○○○    整数整数整数整数についてについてについてについて成成成成りりりり立立立立つことをつことをつことをつことを，，，，具体的具体的具体的具体的なななな数数数数でででで考考考考ええええ，，，，予想予想予想予想させるさせるさせるさせる。。。。    ○○○○    新新新新たなたなたなたな性質性質性質性質をををを見見見見いださせるためにいださせるためにいださせるためにいださせるために，，，，説明説明説明説明にににに用用用用いたいたいたいた式式式式のののの変形変形変形変形をををを振振振振りりりり返返返返るるるる活動活動活動活動をををを取取取取りりりり入入入入れるれるれるれる。。。。    言語活動の充実のための指導の工夫 

「連続する２つの偶数の２乗の差は，いつも４の倍数になる。」ことを説明しよう。 また，他の数になることはないか考え，説明しよう。 

連続する偶数の２乗の数を１段目に順に入れます。 そして，２段目には，1段目の数の差を入れます。 ２段目は，いつもどんな数になるでしょうか。 ２  ３  ４ ２2 ４2 ？ ６  ７  ８ ６2 ８2 ？ ①４の倍数(４で割り切れるから) ②２の倍数(２で割り切れるから) ③連続する２つの偶数の間の数の４倍，間の奇数の４倍 
8n+4＝4(2n+1)となります。 
nが整数だから 2n+1 も整数で， 8n+4＝4×整数となります。 だから，4(2n+1)は４の倍数です。 
2n+1 は，連続する２つの偶数 2n と 2n+2 の間の奇数です。 だから，4(2n+1)は，連続する２つの偶数 2n と 2n+2 の間の奇数の４倍になっています。 

〔〔〔〔言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実〕〕〕〕    


